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近
年
は
若
者
の
県
外
流
出
と
高
齢
化
が
同
時
に
進
行
す
る
傾
向
が
益
々
強
く
、

人
口
減
少
の
克
服
に
向
け
た
施
策
の
充
実
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
一
般
質
問
で
毎
年
人
口
減
少
問
題
を
取
り
上
げ
て
県
の
対
応
を
正
し
、
改

善
す
る
よ
う
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
場
所
か
ら「
自
分
の
意
志
に
関
係
な
く
」出
て
行
か
ね
ば

な
ら
な
い
様
な
状
況
に
な
ら
な
い
よ
う
に
行
政
が
指
導
し
て
い
く
べ
き
で
あ
り
、

一
個
人
、
一
施
設
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
行
政
で
の
役
割
が
大
き
い
も
の
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
対
策
に
は
、
若
人
の
雇
用
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

雇
用
定
着
に
は
本
県
独
自
の
対
策
が
必
要
で
あ

り
、
人
口
減
少
の
進
行
に
よ
り
生
じ
る
地
域
課
題

を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、
地
域
づ
く
り
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
の
か
具
体
的
な
施
策
が
必
要
で
す
。
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私
は
常
に「
弱
者
の
立
場
に
立
っ
て
、
弱
者
の
方
が
安

心
し
て
人
生
を
送
れ
る
様
に
支
援
を
し
て
い
く
べ
き
」
事

が
福
祉
の
基
本
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
の
基
本
理
念

の
も
と
一
般
質
問
で
県
政
を
正
し
、自
ら
行
動
し
て
き
ま
し
た
。

○ 
・
第
２
８
１
回
定
例
会（
平
成
二
十
七
年
二
月
）一
般
質
問

　

若
者
の
県
内
定
着
に
は
地
域
内
で
「
人
材
の
地
産

地
消
」を
図
り
、「
魅
力
の
あ
る
職
場
」を
創
生
し
て
若

い
世
代
が
結
婚
し
や
す
い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環

境
を
つ
く
る
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
環
境

造
り
は
若
者
の
更
な
る
県
内
定
着
を
進
め
、
新
し
い

命
を
生
み
出
す
原
動
力
に
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

○ 

・
第
２
８
４
回
定
例
会

　
　
　
（
平
成
二
十
七
年
十
一
月
）一
般
質
問

　

人
口
が
減
少
し
て
い
く
な
か
、
個
別
の
市
町
村
だ

け
で
の
対
応
に
は
限
界
が
あ
り
、
県
が
積
極
的
に
広

域
的
な
連
携
の
取
組
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
人
口
減
少
が
避
け
ら
れ
な
い
中
に
あ
っ
て

は
、
都
市
機
能
の
近
接
化
に
よ
る
集
約
型
都
市
づ
く

り
の
実
践
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

○ 

・
第
２
９
１
回
定
例
会

　
　
　
（
平
成
二
十
九
年
九
月
）一
般
質
問

　

本
県
の
雇
用
関
係
指
標
は
好
調
な
推
移
が
続
い
て
い
ま
す
が
働
き
手
の
中
心

○ 

・
第
２
９
４
回
定
例
会

　
　
　
（
平
成
三
十
年
六
月
）一
般
質
問

ー４年間の総括ー

（
平
成
二
十
七
年
〜
平
成
三
十
年
）

と
な
る
15
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
生
産
年
齢
人
口
、
い
わ
ゆ

る
労
働
力
人
口
の
減
少
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　
県
内
企
業
の
経
営
者
は
、
若
い
優
秀
な
人
材
の
県
外
流

出
を
食
い
止
め
る
努
力
を
す
る
べ
き
で
あ
り
、
人
口
減
少

が
進
む
中
で
も
増
加
し
て
い
る
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
代

に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
た
就
労
を
促
進

し
、
更
な
る
活
躍
を
し
て
も
ら
う
べ
き
と
思
い
ま
す
。

高
齢
化
が
進
み
サ
ー
ビ
ス
付
き
の
施
設
や
民
間

住
宅
で
暮
ら
す
お
年
寄
り
が
増
加
傾
向
に
あ
る

中
、
本
県
で
も
介
護
職
、
医
療
職
不
足
は
年
々
深

刻
に
な
り
、
更
に
介
護
報
酬
の
引
き
下
げ
に
よ
っ

て
介
護
施
設
の
運
営
は
か
な
り
厳
し
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
今
後
は
「
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向
上
」、

ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
両
面
の
更
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
目
指
し
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
や
サ
ー
ビ
ス
付

き
高
齢
者
向
け
住
宅
の
定
員
等
の
改
善
に
向
け

た
指
導
を
し
て
く
べ
き
と
思
い
ま
す
。

○ 

・
第
２
８
７
回
定
例
会

　
　
（
平
成
二
十
八
年
十
月
）一
般
質
問

※
・
私
が
県
議
二
期
目
に
選
ば
れ
た
四
年
前
、
県
の

総
人
口
は
未
だ
１
３
０
万
人
を
保
っ
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
10
月
の
速
報
値
で
は
１
２
６
万
人
で
あ

り
、
ピ
ー
ク
時（
１
９
８
３
年
）の
１
５
２
万
人
に

比
べ
、こ
の
35
年
間
で
概
ね
弘
前
市（
17
万
）、五
所

川
原
市（
５
万
人
）、
黒
石
市（
３
万
人
）の
人
口
を

合
算
し
た
25
万
人
以
上
に
も
匹
敵
す
る
人
口
が
減

少
し
て
い
る
と
い
う
現
実
が
有
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
問
題
は
地
方
自
治
体
消
滅
へ
の
警
鐘

で
す
。問
題
克
服
に
向
け
た
施
策
の
充
実
が
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
今
後
も
私
の
政
治
活
動
の
指
針
と

し
て
い
き
ま
す
。

※
・
県
は
、今
後
も
高
齢
者
が「
生
き
甲
斐
を
持
ち
、

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
環
境
づ
く
り
」
の

た
め
高
齢
者
福
祉
施
策
の
充
実
を
戦
略
的
に

進
め
て
い
く
べ
き
と
思
い
ま
す
。

◎ 

・
高
齢
者
福
祉
施
策
に
つ
い
て
。

◎ 

・
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
。
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我
国
の
経
済
は
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
の
年
内
発
効
等
、
国
外
か
ら
の
圧

力
に
翻
弄
さ
れ
て
お
り
本
県
の
農
林
水
産
業

も
影
響
を
受
け
る
こ
と
必
須
だ
と
思
い
ま
す
。

　

知
事
は
先
日
の
定
例
会
見
で
「
輸
入
品
の

関
税
削
減
撤
廃
に
伴
う
本
県
の
農
林
水
産
業

等
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
止
め
、
農
家
ら
が

将
来
に
わ
た
っ
て
意
欲
を
も
っ
て
経
営
に
取

り
組
め
る
よ
う
対
処
す
る
事
が
大
切
」
と
の

考
え
方
を
し
め
し
て
い
ま
し
た
。

　

本
県
の
食
料
自
給
率
は
直
近
（
平
成
28
年

度
）で
１
２
０
％
、全
国
で
４
番
目
に
位
置
し
、

こ
れ
ま
で
の
関
係
者
の
努
力
で
国
内
の
大
消

費
地
に
加
え
、
ア
ジ
ア
を
中
心
に
農
林
水
産

物
の
販
路
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
基
幹
産
業
と
し
て
の
本
県
の
農
林

水
産
業
が
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
単
な

る
生
活
の
基
盤
と
し
て
の
農
業
を「
維
持
」し

て
い
く
だ
け
で
は
な
く
、「
勝
て
る
も
の
」
を

作
り
、「
勝
て
る
分
野
」
を
見
つ
け
て
い
く
べ

き
と
思
い
ま
す
。

　

本
県
農
林
水
産
業
の
競
争
力
の
強
化
に
向

け
県
は
攻
め
の
農
林
水
産
業
」
に
取
り
組
み
、

安
全
・
安
心
な
農
産
物
を
生
産
す
る
た
め
食

品
の
安
全
性
を
担
保
す
る
Ｇ
Ａ
Ｐ
＝
農
業
生

産
工
程
管
理
の
活
用
も
図
り
、
需
要
増
加
が

見
込
ま
れ
る
介
護
食
分
野
の
市
場
開
拓
に
向

け
た
取
組
も
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
競
争
力
の
強
化
と
い
う
意
味
で
は

加
工
食
品
の
分
野
に
お
い
て
も
、
新
し
い

ニ
ー
ズ
を
捉
え
県
内
事
業
者
が
進
出
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○ 

・
第
２
９
１
回
定
例
会

　
　

 （
平
成
二
十
九
年
九
月
）一
般
質
問

◎ 
・
本
県
農
林
水
産
業
の
競
争
力
強
化
に
つ
い
て
。

※
・
介
護
食
な
ど
は
大
手
メ
ー
カ
ー
が
大

き
な
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
る
一
方
で
高

齢
化
社
会
の
進
展
に
と
も
な
い
急
速
に

成
長
を
見
せ
て
い
る
分
野
で
も
あ
り
、

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
な
る
と

思
い
ま
す
。

　

若
者
が
経
済
的
理
由
か
ら
結
婚
・
子
育
て
に
消
極
的
に
成
ら
ざ
る

を
得
な
い
状
況
は
行
政
が
責
任
を
持
っ
て
払
拭
し
、
安
心
し
て
子
育
て

の
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
責
任
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
る

環
境
づ
く
り
は
人
口
減
少
問
題
が
提

起
さ
れ
続
け
て
い
る
現
状
で
は
こ
の

「
環
境
づ
く
り
」
が
喫
緊
課
題
の
一
つ

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

子
育
て
世
代
に
は
、
子
ど
も
が
生

ま
れ
て
か
ら
も
仕
事
を
続
け
る
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
が
浸
透
し
て
き
て
お
り
、

少
子
化
が
進
行
し
労
働
力
人
口
が
将

来
確
実
に
減
少
す
る
な
か
で
、
育
児

世
代
の
女
性
を
労
働
力
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

若
者
の
県
外
流
出
、
少
子
化
現
象
が
人
口
減
少
の
要
因
の
一
つ
で

あ
り
、
国
は
合
計
特
殊
出
生
率
１
・
８
倍
を
目
標
と
し
て
い
る
が
地

方
で
の
政
策
だ
け
で
は
資
金
面
で
も
限
界
が
有
り
、
少
子
化
対
策
は

国
が
責
任
を
持
っ
て
政
策
を
行
う
べ
き
と

思
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
保
育
料
・
義
務
教
育
費

の
無
償
化
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
現
状

の
問
題
は
解
決
し
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

保
育
所
な
ど
に
対
す
る
産
休
等
代
替
職

員
設
置
費
補
助
に
つ
い
て
保
育
士
の
確

保
・
定
着
を
図
る
た
め
に
は
、
最
低
賃
金

の
改
定
に
対
応
し
た
補
助
制
度
に
す
べ
き

と
考
え
ま
す
。

○ 

・
第
２
８
３
回
定
例
会

　
　

 （
平
成
二
十
七
年
十
一
月
）一
般
質
問

◎ 

・
子
育
て
支
援
対
策
に
つ
い
て
。

※
・
平
成
三
十
年
四
年
の
県
内
の
待
機
児
童
数
は
ゼ
ロ
名
と
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
本
来
希
望
し
た
保
育
所
に
断
ら
れ
、
遠
方
の
施
設

を
紹
介
さ
れ
る
、い
わ
ゆ
る「
隠
れ
待
機
児
童
数
」は
２
７
４
名
で
し

た
。産
休
や
育
児
休
暇
明
け
等
に
よ
り
、
年
度
途
中
で
保
育
需
要
が

増
加
す
る
平
成
三
十
年
十
一
月
で
は
青
森
市
で
隠
れ
待
機
児
童
数

が
67
名
、正
規
の
待
機
児
童
数
が
67
名
で
計
１
３
４
名
の
待
機
児
童

が
有
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
年
度
途
中
で
発
生
す
る
待
機
児
童
は
多
く
、今
後
は

誰
も
が
希
望
す
る
保
育
所
に
入
所
で
き
る
よ
う
需
要
に
応
じ
た
保

育
提
供
体
制
の
整
備
と
保
育
士
の
確
保
が
重
要
と
思
い
ま
す
。

　

関
係
者
の
努
力
で
、
青
森
新
中
央
埠
頭
の
大
型
ク

ル
ー
ズ
船
の
寄
港
、
青
森
空
港
の
国
際
化
な
ど
に
よ
り

青
森
県
の
魅
力
を
多
く
の
国
内
外
の
観
光
客
に
届
け
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
繋
が
っ

て
く
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
本
県
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客

か
ら
は
外
国
語
表
記
が
不
十
分
、
買
い
物

の
際
の
モ
バ
イ
ル
決
済
が
で
き
な
い
、

W
i-Fi

環
境
が
十
分
に
整
備
さ
れ
て
い
な

い
、案
内
表
示
が
分
か
ら
な
い
、と
言
う
声

も
多
く
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、本
県
の
特
色
を
生
か
し
た
受
入

環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、海
外
の
方
に
、

本
県
を
魅
力
的
な
観
光
地
と
し
て
選
ん
で

も
ら
う
戦
略
的
な
取
組
が
必
要
で
す
。

　

急
激
に
増
加
し
て
い
る
外
国
人
観
光
客
の

受
け
入
れ
に
お
け
る
課
題
と
、
環
境
整
備
を
分

析
し
、
海
外
か
ら
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
宿

泊
客
等
の
拡
大
に
向
け
、
本
県
の
魅
力
に
つ
い

て
海
外
に
向
け
た
情
報
発
信
を
強
化
す
る
事

が
重
要
と
考
え
ま
す
。

○ 

・
第
２
９
１
回
定
例
会

　
　

 （
平
成
三
十
年
六
月
）一
般
質
問

◎ 

・
訪
日
外
国
人（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）対
策
に
つ
い
て
。

※
・
地
方
な
ら
で
は
の
生
業
や
、
伝
統
的
な
生
活
文
化
の
体
験
に
高
い

関
心
を
持
つ
外
国
人
旅
行
者
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
県
は
教
育

旅
行
と
併
せ
て
、
個
人
旅
行
の
誘
客
促
進
に
も

力
を
入
れ
る
と
し
、
海
外
に
お
け
る
本
県
の
認

知
度
向
上
を
図
る
た
め
、
海
外
の
メ
デ
ィ
ア
や

タ
レ
ン
ト
を
招
き
、
本
県
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る

新
た
な
情
報
発
信
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
更
な
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
拡
大
の
た
め
に
は

外
国
人
観
光
客
の
満
足
度
向
上
を
図
り
、
リ

ピ
ー
タ
ー
の
増
加
に
つ
な
げ
る
事
が
で
き
る
よ

う
ソ
フ
ト
面
で
の
受
入
環
境
を
整
備
し
て
く
必

要
が
有
り
ま
す
。

　
以
上
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
皆
様
の
青
森
県
政
に
対
す
る
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。


